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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、羊毛ケラチンをバイオマテリアルなどとして産業分野へ応用することをめざし、羊毛から抽出後
噴霧乾燥したケラチン粉末から繊維、フィルム、スポンジを調製し、それらの諸性状を調べた結果をまとめて
いる。 
第１章では、湿式紡糸法によってケラチン－ポリビニルアルコール（PVA）繊維を作製し、ケラチン含有率
30 %以下において羊毛より強度の高い繊維が得られること、約200℃での熱処理により耐水性が向上すること、
さらに、PVA繊維と比較してホルムアルデヒドや銀に対する吸着性が極めて高いことを示している。 
 第２章では、ケラチン粉末に水を添加後圧縮成型することで、強度に優れた均一透明なフィルムが得られる
ことを示している。さらに、得られたフィルムが耐水性に優れていること、良好な細胞培養基質であることを
明らかにしている。 
 第３章では、第２章の圧縮成型法を基にしたNaClを細孔の鋳型とする新規なスポンジ作製方法について述べ
ている。尿素、NaCl、ケラチンの混合物を、尿素の融点以上の温度で圧縮成型した後、水中で尿素とNaClを溶
出することでNaCl粒子径に等しい細孔を有するケラチンスポンジが得られることを明らかにしている。本方法
はタンパク質スポンジの調製に汎用的に用いられる凍結乾燥法では不可能であった細孔径の制御を可能とし、
有効な細胞足場用スポンジの作製方法を提供するものである。 
以上のように、本論文の著者は豊富な天然資源である羊毛の主成分であるケラチンから、独自の手法により
強度や耐水性に優れ細胞親和性などの特質を有する繊維、フィルム、多孔体スポンジを調製することに成功し
ている。これらの成果は生体材料工学および再生医工学の発展に大いに寄与するものである。よって本論文の
著者は博士（工学）の学位を受けるに値するものと認める。 
